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中村遺跡発掘調査報告書 をここに刊行 いた します。

本調査 は山田町内 における遺跡発掘第 1号であり、今後 の文化財

保護事業の進歩 に大 きな影響 をもつ極めて意義深 いもので あ ります。

今回は県道牛之月蚤山田線特殊改良工事予定地内 に中村遺跡 があ り、

これ を記録保存す るため、工事主体である宮崎県土本部都城土木事

務所 か ら山田町教育委員会 が委託 を受け、事前発掘調査 をしました。

この報告書は、今後 の山田町の遺跡発掘調査の足 がか りとなるも

ので あ り、学術資料 として、 また社会教育 。学校教育 の教材資料 と

して広 く活用 していただ くと共 に本町文化財保護事業の今後 の指標

となることを心か ら願 うものです。

尚、発掘調査 に際 しては、宮崎県土本部都城土木事務所 .。 宮崎県

文化課等、各関係機関 をは じめ、地元の方々の協 力をいただ き、調

査 に多大の成果 をあげることがで きました。 ここに関係各位 に厚 く

おネL申 し上 げます。

日召禾日58奪11露 月

山田町教育長 中 薗 勇 作



鰤 躊

1。 本書は県道牛之艦 山田線の特殊改良工事 に伴 い、山田町教育委

員会 が実施 した中村 (な かむ ら)遺跡 の発掘調査報告書である。

2。 発掘調査 は昭和58年 3月 7日 から同年 3月 31日 まで実施 した。

3。 調査関係者 の次の とお りである。

調査主体   山田町教育委員会

教  育  長  中 薗 勇 作

社会教育課長  大 石 厚 雄

文 化財 担 当  橋 本 耕 二

庶 務 担 当 柳 田   徹

調  整E  員   Jヒ  頻β 泰  道 (県教育庁文化課主事)

日 高 孝 治( ク  )

調 査 協 力  有 田 辰 美

遺物整理協 力  津隈久美子 。増田 慈子

酒井 晴子 。日野美智子

有田 具子 。荒武 望恵

カロ藤  泰子 。長友 玲子

高橋力目奈子

4。 遺物 の実測 。トレースは、県文化課・菅付和樹氏 。埋蔵 文化財

セ ンター 。谷目武範氏 。津隈久美子氏 に協 力いただいた。

5。 本書の執筆 は、石器 については北郷が行い、その他 は 日高が行

った。

6.本書の編集は 日高が行 った。

7.本報告の方位 は磁北である。 また、 レベルは海抜絶対高である。
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聰 罐雛 膊 蒻

1.■ 掘 調 査 に至 る経 過

山田町から霧島御池に至る県道牛之胚山田線 の改良工事は昭和 55年から着手 され:中村地

区の着工は58年の予定であった。

昭和 57年初め,中 村地区の工事予定地内で土器片が発見されたという報告があり,町教育

委員会で調査 した結果,県道に沿 う土手を掘削してつ くった民家木戸日の断面に多数の土器片

が露出 していた。 8月 25日 県文化課の面高哲郎主任主事に依頼 して確認調査 を行い,縄文期

の包含層であることが判明したので,県文化課,都城土木事務所 と事前協議を重ねた。

協議の結果,工事計画変更が困難であるため,着工前に発掘調査をして記録保存の措置をと

ること,調査主体を山田町教育委員会 とし,都城土木事務所の委託を受けて行 うこと,諸般の

都合により発掘調査を57年 度,報告書作成を58年度に行 うことなどが決められた。

58年 3月 7日 県文化課日高孝治主事の担当で発掘調査に着手 し, 3月 31日 に完了 した。

2.遺 跡 の位 置 と鮨瞳

山田町は,都城盆地の北西部,す なわち霧島山系の東端の部分に位置 し,北 を高原町 。高崎

町と接 し,東 西及び南は都城市 と接している。町内は西から東へ縦走する丘陵地 。台地が 5条

に走 りその間を古江川 。大古川 。木之川内川 。山田川が流れ,そ れらによって形成 された河岸

段丘及び沖積地に集落が営まれている。中村遺跡はそれらの河川の中の山田川にょって形成さ

れた河岸段丘上に位置する遺跡である。

山田町内の遺跡は,戦前より,瀬之 口博九良
[蒙 書

の遺物表採により,数ケ所その存在が知 ら
(

れていたが,明 確な位置の確認が行なわれておらず,「全国遺跡地図 |に は,町内の遺跡は記
(註 2)

載 されていないという状況であった。 しかし,近年,九州縦貫自動車道にともなう分布調査や
,

(註 3)

地元の方々の発見により,現在十数ケ所の遺跡が確認されている。

町内の遺跡は,各地に点在 しているが,そ れらを時代ごとに概観してみたぃ。

旧石器時代の遺跡については,現在の所確認 されてはいないが,同 じ霧島山麓の鹿児島県栗

野町 0吉
穐町∫

こおいて発見 されてお り,存在の可能性が考えられる。

縄文時代については,榎田遺跡 。修行遺跡 。中村遺跡等が確認 されている。今までの所は縄

文時代後 。晩期に力■ナての遺跡が分布 しているが,早 。前期の遺跡 は当地方特有のボラ層 (御 池ボ

ラ )の 下にあるため,発見されにくいという条件があるためで,ボ ラ層の下に良好な状態で保
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存されていると思われる。

弥生時代については,梼 1時遺跡 。茅原遺跡等があげられ,南九州で見 られる甕の頸部に絡縄

突帯を付ける,い わゆる,成川式上器の系統 rcr引 くものが表採されている。

古墳時代については,山 田古墳が上げられる。 また町内には現在の所,南九州独特 の墓制 とさ

れる,地下式横穴墓の発見例はないが,近接 している都城市志和池 。菓子野で発見 されている

ので,町内に存在する可能性も考えられる。

几
蔵4/1

脊
贔

式
轟
粋
ぎ

善ミ
わ
洋
懸

遺 跡 所 在 地 図
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歴史時代については,中世の山城である山田城址,島津氏が屋形を構えたとされる薩摩追遺

跡等があげられる。また,当地は中世より島津荘のなかで「北郷三百町」 といわれる部分で
,

荘内でも重要な位置にあったと思われ,荘園関係の遺跡 も考えられる。 また,古石塔の存在も

しられている。 また,瀬之口遺跡では経筒の応、たも表採 されている。

番 号 遺 跡 地 所 在 地 時 代 備 考

1 中 村 遺 跡 大字山田字下川窪 縄 文

茅 原  ″ ″  下長谷 弥 生

乙守 前 〃 ″  乙守 前 弥 生

修 行  ″ ″  大 谷 縄 文

梼 崎  〃 弥 生 絡縄突帯

瀬之 口 ″ ″  町  田

曲 迫  ″ ″  曲 迫

山 田 古 墳 ″  細  山 古 墳

長 谷 遺 跡 ″  鏡  掛 縄 文 石斧 。磨石

山 田 城 跡 中 世

西 梼 遺 跡 ″  栄才 松

柿木原 ″ ″

合戦場 ″ ″  合戦場

浜之段 ″ ″  宮 ノ尾

薩摩迫 〃 大字中霧島字西脇 中 世

榎 田  ″ ″   榎 田 縄 文 深鉢

六 反  ″ ″   六 反

(付 )明 確な遺跡の位置確認が行われていないが,遺物が表採されているもの。

1 桜 ケ丸遺 跡 大字山田字桜 ケ丸 弥 生

鹿新 田 〃 ″  鹿新田

立 切 ″ 〃  立 切 ″

石風 呂 ″ 〃  石風 呂

西 ノ上  ″ ″  西 ノ上

江 川  ″ 大字 中霧 島字江 川 石 臼

古 江  ″ ″   古江 須恵器

華 舞  ″ 大字山田字華舞 縄 文 石斧 。敲石

(「宮崎県史蹟調査報告書」 )

(註 1)

襲 1.山 田町内の遺跡
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3.調 査 の機纂

中村遺跡は,山田町役場から,北西へ約 l Kmの所にあり,町内を西から東に流れる山田川によって

形成された河岸段丘上に位置する。 (第 2図 )今 回調査対象となったのは,段丘面を横切る県道の拡

副部分約 150グである。まず調査圧全体を地形によって I～ Ⅳ区 (第 3図 )に わけて調査を行った

所, ■ 。Ⅳ区は包含層の残存状態がわるく,若干の遺物は出土 したものの遺構等の確認はできなかっ

たので, 1'I区を中心に調査を行った。

調査はまず表上を除去 した後,地形にあわせて2π ×2%の グリッドを組んで行った。その結果 ,

ボラ層の上層に良好な包含層が存在 し,多数の遺物の出上が見られ,ま たボラ層に堀 り込まれた遺構

が検出された。遺構 としては,竪穴住居跡が2軒 の他,土坑・ピットが少数検出された。また遺物と

しては,縄文土器 。打製石斧 ・石皿等 ,縄文時代の遺物が主流であるが,Ⅱ 区には布・FA土器 。上師

器 t須恵器が数点出土 している。

第 2図 遺 跡 周 辺 地 形 図



図

翻

区

螺

螺

図

∞
線
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4.層  位

中村遺跡においては, I・ 1区 に残存状態の良好な包含層が確認できた。本遺跡においては,こ の

地方特有に見られるボラ層 (御池ボラ)を基盤としてぉ り,ボ ラ層は固 くしま っており,ス コップで

も掘 り起こしにくいほどであった。調査はこのボラ層上面まで行った。

このボラ層までの基本的な層序は [層 ～表土 (耕作土 )・ Ⅱ層～暗褐色土 。Ⅲ層～明褐色土・Ⅳ層

～黒褐色上 。V層 ～ボラとなっている。なお,遺物包含層はⅢ oⅣ 層である。

また, V層 は下層になるに従って固くなっておりⅣa層 。Ⅳb層に細分ができた。 Ⅲ層とⅣ層の間

に流れ込みかと思われるような,ボ ラ粒子を多く含んだ部分が存在 したのでⅢ
′
層 とした

`

(註 1) 宮崎県内務部 F宮崎県史蹟調査 』昭和 55年 (復亥J)

(註 2) 文化庁文化財保護部「全国遺跡地図 (宮崎県 )」 昭和 50年

(註 3) 宮崎県教育委員会「九州縦貫自動車道 (宮崎線 )関係遺跡分布調査報告」昭和 46年

(註 4) 鹿児島県教育委員会「九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告 Xll」 1982

※ 山田町役場 F山 田町郷土史』昭和 45年
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第 2章 遺 構 と遺 物

1.遺  構

本遺跡の遺構は全てボラ層面の検出であった。

認された。

① l号住居跡(第 5図 )

a,遺 構

1号住居跡は,A・ B-15区 で

検出された。平面プランは円形の竪

穴住居跡である。規模は2.0%× 1.9

πで検出面からの深さは15御であ

る。住居跡内において明確な柱穴は

検出できなかったが,中央部に直径

20",深 さ18"の掘 り込みがあ

り,そ の同辺には焼土 とともに炭化

物等 も確認された。また,上層出

土の土器と接合するので,遺構の掘

り込み面は上層中にあったと思われ

る。遺物 は少

な く,縄文土

器が数点出土

したのみであ

った。

b,出土遺物

(第 6図 )

1は外面に

貝殻腹縁によ

る施文がなさ

れているもの

で, 日唇部付

としては,堅穴住居跡2,土坑・ピツト等が確齢
＼

」         500確

一―-159.3597ん

跡出土遺物実測図
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近に少さくすこし間をあけて下に2段の施文が見 られる。内面には貝殻条痕が施されている。胎

土には1～ 2 mm大 の砂粒を多く含む。金雲母を多く含んでいる。焼成は良好で,色調は外面は暗

茶褐色・内面は茶褐色を呈 している。

2は深鉢の胴部である。外面はヘラミガキされている。胎土はよく精選されてお り焼成も良好

である。色調は外面は明褐色 。内面は暗褐色を塁 している。

②  2号住居飾

a,遺 構

2号住居跡は,A・ B-14

区で検出された平面プラン円形

の竪穴住居跡である。規模は直

径 2.2れ で検出面からの深 さは

10"で ある。住居跡内に明確

な柱穴は検出できなかったが,

中央部に 236772× 55御で深 さ

17鋼の落 ち込みがありその南

側には,焼けた板状の石が配列

してあり,炉 と想定 される。遺

物も 1号住居跡より多 く,縄文

土器の他に石皿 ・石斧等も出土

している。

b,出 土遺物

-159.359%

第 7図  2号住居跡実濃1図
。 上器 (第 8図 1～ 5)

1・ 2は深鉢の日縁部および胴部片である。 1は若干外反する日縁で,ナ デ調整が行われて

いる。胎上には黒雲母を含んでおり,焼成は普通である。色調は外面は暗褐色 。内面はくすん

だ褐色を塁 している外面にはススが付着 している。 2は 胴部でくの字に屈曲して底部に至るも

ので, ていねいなナデ調整が行われている。胎土には,石英・黒雲母を含んでいる。焼成は良

好である。色調は外面は褐色～暗福色 。内面は黒褐色を塁 しており,外面上半にはススが付着

している。

3・ 4は ,浅鉢の日縁部である。 3は 日唇部下に一条の沈線を有するもので,外面はナデ内

面には部分的にミガキが行われている。胎上は細かく,焼成は良好である。色調は黒褐色を量

す。 4は一且外反 して立上がるもので,内外面とも研磨されており,胎土もよく精選されてお

-9-
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第 8図  2号住居跡出土遺物実測図
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り,焼成は大変良好である。色調は黒褐色を呈 している。

5は底部である。若千の凹み底を呈 し,若干の立上 りを有し外反するもので,ナ デ調整が行

われている。胎土には黒雲母を含んでいる.色調は外面・淡褐色,内 面は黒褐色を呈している。

焼成はやや良好である。

石 器

(1)石 斧 (第 図 1)

刃部を欠損 しているが,基端部のはる分銅形石斧の一種とみておきたぃ。柄の着装部に両辺か

ら扶 りが入れられ,刃部にかけて強く張 り出す部位までが確認出来る。

現存長 8.5御 ,基端部幅 6.2“,扶入部幅 4.6“,最大厚 1.8“を計る。表面の風化著しく確

実な石質は不明である。

(2)石皿 (第 8図 7・ 8)

2は ,右側面に原形をとどめるが,長方形状に左側面を欠損した石皿である。長軸幅 30.4“ ,

現存最大幅 14.1“ ,最大厚 11.5御,最小厚 3.6例 を計る。石質は安山岩で,ゆ るやかに磨研

のかかった皿部の面積は約 360所である。

3は ,縁辺部をかつより欠損 しているが,略台形状を呈する石皿である。長軸 31.2“,短軸

27.8“,最大厚 10.6御を計る。現存する磨研のかかった皿部の面積は約 500潮である。石

質は2と 同じく安山岩である。

⑥ 土 坑

A・ B-6・ 7区で検出されたもので.平面プランは円形である。規模は直経約 1%で検出面か

らの深さは20“である。出土遺物は少なく。縄文土器数点が出ましたのみであった。その中で特

徴的なものが (第 9図 )で貝殻腹縁文を外面に施 したもので.内 面は貝殻条痕が行われてぃる。

胎土には 2～ 3 mmの 小石を含み.こ まかい石英粒も含んでいる。焼成は良好である。色調は暗茶褐

色を呈 している。

④  ビツ ト
―

第 9図 土坑出土土器実測図

ピットは, I・ Ⅱ区で十数ケ所検出されたが,調査区が狭ったため,建物跡等の遺構に関連 した

ものかどうかは確認できなかった。
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2.遺  物

(1)縄文時代命遺物

a 圭 器

中村遺跡出上の縄文土器は,深鉢・浅鉢が主体を占めている。出土層位は,Ⅲ tⅣ 層であるが,

Ⅳ層が大半をしめているので, 日縁部・胴部 。頸部の特徴により形態的に分類を行った。尚,土

器については観察表を別に作成 した。

深鉢A,磨消縄文を文様帯 として持つもの。波状口縁で,頸部がしまり,胴部が球形に/S・ くら

むものである。 (10-21)

深鉢B 口縁帯を有 し,日 縁帯に沈線または凹線を施すもの。

B-1 頸部が外反 し,日 縁部が内傾または直立 して立上るもの。 日縁部内面に明瞭な段を

有する。 日縁部に2条の凹線を有する。 (22・ 23)

B-2 B-1と 同様の形態を有 し,日 縁部に数条の沈線を持つもの。(30。 33～ 36)

(42・ 44～ 46049)

B-3 頸部からの立上 りがゆるやかになり,日 縁部内面に段を形成 しない。日縁部の幅が

広 くなるものもある。 (29031・ 32・ 38。 41・ 43047・ 48・ 50059)

3-4 頸部からの立ち上 りがなくなるもの (56・ 57・ 60)

B-5 頸部がゆるやかに外反 し,日 縁部が肥厚 し,日 縁部に凹線を施すもの。胴部にも凹

線を施すものもある。口縁内面の形態により2つ に分けられる。

a一 口縁部内面に明瞭な段を有するもの。 (51・ 52)

b一 口縁部内面の段が退化 しているもの。 (14・ 53～ 55)

B-6 波状口縁で口縁帯に沈線が施されているもの。 (61)

B-7 山形突起を有するもの。 (28)

B-8 口縁部が肥厚 し,日 縁外面に凹線 。凹点を施すもの。 (27)

深鉢C 口縁帯を有するか,ま たは口縁部が肥厚するもので文様を持たないもの。

C-1 内面にゆるやかな立ち上りをもつもの。 (70・ 72)

C-2 ゆるやかに外反 しながら,そ のまま口唇部に至るもの。 (62・ 65～ 68)

C-3 内傾するもので,日 縁帯は角張っている。 (69,71)

C-4 内弯しながら外反するもの。

深鉢D 口縁帯を有さないもの,日 縁部は若干外反するが,形態差が顕著でないので,1同部の

形態で分類を行った。 (73～ 98)

D-1 胴部で明瞭な段を有するもの。 (76・ 82～ 87)
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D-2 段を右さずゆるやかにふくらむもの。 (79・ 88)

D-3 胴部に沈線を施すもの。 (89～ 94)

深鉢E 頸部で一且くびれ,内  ぎみに外反するもの。 (97・ 98)

深鉢F 文様帯をもたないで波状口縁 となるもの。 (96)

深鉢G 貝殻腹縁文を有するもので,内 面には貝殻条痕文が施こしてある。 (1～ 8)

深鉢H 口縁部が肥厚して,ヘ ラでX状の文様を施 してあるもの。 (9)

(2) 浅   鉢

浅鉢A 磨消縄文が施されたもの。 (99)

浅鉢B 口縁部が直立ないしは若干外反ぎに立上がる。 日縁部に沈線ないし凹線が施されてい

るもの。 (100～ 104)

浅鉢C B類 より立上 りがゆるやかになるもの。 (106・ 107)

浅鉢D 頸部がくの字に屈曲して,日 縁部が立上る。山形突起を有す。 (105)

浅鉢E 頸部がなくなり,日縁部で短く屈曲するもの,内面に一条の沈線を有する。(108・ 109)

浅鉢F 頸部が大きく外弯して,日 縁部が立ち上るもので,日 縁部に1～ 2条 の沈線を有する

もの。 (110～ 1160118・ 119)

浅鉢G 目縁部が短く外反するもの。 (117)             '

浅鉢H 口縁部に屈曲がなく,そ のまま氏部から直行するもの。 (120)

(3) 底    部

底部A 充実 した底部を有するもの

A-1 -且 上方に立ち上り胴部へ続 くもの。 (121・ 123・ 125。 126)

A-2 そのまま胴部へ続くもの。 (122・ 124)

底部B 一且内傾 して折 り返し胴部へ外反するもの。 (127～ 130)

底部C 明確な上げ氏をもつもの

C-1 -二 上方に立ち上り胴部へ続くもの。 (1310132)

C-2 そのまま直線的に立ち上るもの。 (134～ 136)

氏部D 凹み底を有するもの。

D-1 -且 上方に立ち上 り胴部へ続くもの。 (133)

D-2 そのまま直線的に立ち上るもの。 (137～ 139, 142～ 146)

D-3 ゆるやかなF」t状 をなして立ち上るもの。 (140。 141)

その他,高杯形土器の脚台 (147)が 1点出土 している。

-14-
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第 13図 縄 文 土 器 実 測 図 (3)
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第 15図 縄 文 土 器 実 測 図 (5)
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b 覇  攀

包含層中から検出された石器には,多 くの石材の争J片 を含み,ス クレイパー,石斧,石

llll片 ,磨石,凹み石等がある。斜面地の端部に位置 した調査区では,確実な層位の確定が

行い難 く,ま た形状の明瞭なものも少ないため,こ こではスクレイパーと石斧について記

述する。         |

1は チャー ト製のスクレイパーである。同質 と思われるチャー トの剥片も多 く検出され

てお り,斜面地の上部など周辺地に,こ のてのスクレイパーが伴 うにふさわしい遺構など

が存在するのであろう。片面に大きく剥離面を残し,縁辺に細部象J離 が加えられている。

一方の面は,大 きくは 4つ の象1離 により中央部に稜が出来,縁辺の細部彙I離 は片辺に限 ら

れる。長軸 6.5鍬 ,短軸 4.6鍬 ,最大厚 9印を計る。

106確

0図 出 土 石 器 実 濃1図

-24-
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2は黒曜石製の剥片石器で,掻器あるいは削器 として使用出来る。縦長の剥片を使用し,

片面は大きく3つ の縦長の剥離が加えられている。長軸 3.2御,短軸 1.9御,最 大厚 0.9

御を計る。

3は 粘板岩質の石材を用いた扁平な打製石斧の一種とみておきたい。刃部 と思われる部

分を欠損しているが,長軸にそっての縁辺に刃を作 り出した状態はみられない。従って,

打製石庖丁等刃部を横位にもつ石器 とは考えない。現存長 6.2",最 大幅 3.9御 ,最大厚

0.9印 を計る。

4は 表面の風化が著しいが短冊形の打製石斧 とみられる。磨滅著しく確実ではないが,

安山岩系の石材を用いている。基部を欠き現存長 9.3m,最 大幅 6.8",最 大厚 1.2印を

計る。

5は やや不整形の撥形の打製石斧である。石質は表面風化のため不明である。現存長

10。 1翻,最大幅 7.3“ ,最大厚 1.2印を計る。

6は 完形の撥形の打製石斧である。現長 12.8",基部最小幅 4.1御,刃部最大幅 7.2

翻,厚 さ 1.5印 を計る。刃部は磨滅し鈍化している。石質は安山岩である。

2 その他 の出土 土 器

1は 土師器の杯である,底部から明瞭な立ちよりを示す。 口縁部が丸味を帯びて,内 側に肥

厚するものである。調整は内外面 ともヨコナデである。色調は淡茶褐色を呈し,胎 土は精選さ

れてお り,燃成は良好である。 2は 須恵器で,外面には叩き目が入るが内面には明瞭な痕跡は

見 られない。色調は灰白色を呈す。胎土は精選 されてお り,焼成は普通である。 3～ 5は布痕

土器である。 3の 布目は細いが他のものは目が荒 くなっている。色調も 3は 淡茶褐色を呈して

いるが 4.5は 茶褐色を呈す。胎土は 3は 4.5に 比べると精選されておいるが,風化が進んでい

るので焼成 についての

差は不明である。

これ らの 1～ 5の 上

器は Ⅲ区よ り出土 した

ものである。 ／
夜 摯〃5

o      
・
    56″

―

第 21図  その他の出土器実測図
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鑢④

以上の様に分類を行 った土器を,出土状況を考慮しながら整理を行 ってみたい。

まず深鉢を見るとA類は磨消縄文を施文するもので,西平式土器の系統を引くものである。

B類～D類 は,そ れに続 く黒色磨研系の土器群であり細分が可能である。代表的なものではB

-10B… 60D-1は 三万田式上器,B-20B-7・ D-20D-3は 御領式上器に相当

すると考えられる。またB-30B-4は 御領式上器の系統を引くが,形式的にやや後出する

土器群で,晩期初頭に相当すると考えられる。特に 59は 1片だけの出土ではあるが, 日縁部

が外反し細線で施文するタイプで,熊本県 。中林遺跡出土土器や大分県 。宮地前遺跡採集土器
(註 1)                        (註 2)

の中に類似 と思われる上器が存在し,滋賀里系の土器の可能性が考えられる。
(註 3)

またB-5類 は本遺跡で特徴的に見 られる土器であり,日 縁部に 2～ 3条 の凹線,胴部に 2

条の凹線を引くもので,御領式土器の系統を引くものであろうが,やや厚ぼ ったさを感じる土

器である。この上器群は,出土状況から見てⅣ層を主体に出土する (a)と Ⅲ層を主体に出土

する (b)と に細分でき,形態的にも内面に明瞭な段を形成する (a)→ 内面の段が消失し凹

みになるもの (b)と いう流れが見 られる。時期的には晩期初頭に位置付けられると考えられ

る。

G類土器は南九州で見 られる貝殻腹縁文を施文した市来 (下 弓田 )式 土器の系統を引くもの

であるが,市来式特有の口縁部肥厚は見 られない所から,草野式か,そ れより後出する土器群

であろうと思われる。

日類土器は 1片 の出土であるが,熊本県北久根山遺跡出上土器の第一類 Cと されたものに類
(註 4)

似してお り,北久根山式の系統を引 くものと考えられる。

次に浅鉢を見ると,A類 は深鉢同様磨消縄文を施文するもので,西平式土器の系統を引くも

のである。 B～ F類 に深鉢 と同じ流れで,黒色磨研系の土器であり細分される。 B類は三万田

式土器,C～ D類 は御領式土器に相当すると思われる。EOF類 は,い わゆる精製の黒色磨研

系の土器と言われるタイプで,晩期初頭に位置付けられると考えられる。本遺跡においては,

主にE類 はⅣ層,F類はⅢ層から出土するという状況が見られたので,E類→ F類 への流れが

考えられる。

底部は形態的にA～ D類に分けることができるが,今 回の調査では,日 縁部から底部まで判

明できる土器が出上しなかったため,時期的な細分は不明であるが,前述した深鉢 e浅鉢 と同

一時期の底部であると考えられる。

以上みてきたように本遺跡では,Ⅳ 層出上の大半が後期後半～終末に,Ⅳ 層の 1部及びⅢ層

… 27-



出土は晩期初頭に位置付けられよう。

土器組成についてみれば,全体の上器量が少ないので,明確な比率は呈示できないが,浅鉢

の量は西平～御領期に比べて晩期に増加する傾 FnJが あり,こ れは九州内での動向に合致する。
(註 5)

また,貝 殻文系土器 と磨研系土器 との比率を見ると,前者が少量で,後者が大半を占ている状

況である。これは,市来式系の土器分布が縮小していく中で,磨研系の土器が南九州に伝幡し

てくる時期に見られ,,鹿児島県の片野洞穴 (志 布志町 )。 若宮遺跡 (鹿児島市 )な どの状況に
(註 6)             (註 7)

類似 している。

石器については,少量しか出土していないので,明確なことは言えないが,そ の中でも打製

石斧 と石皿が出土していることは,同 時期の他地域の状況 と同様の石器組成になるのではない
(註 8)

かと考えられる。

(駐 1)小 林久雄「肥後縄文上器補遺」『 九州縄文土器の研究 』小林久雄先生遺稿刊行会

昭和 42年。

(註 2)安 藤栄治 。高橋信武「大分県宮地前遺跡の採集資料」『 赤れんが 』第 2号 ,赤れ

んが出版会 1982。

(註 3)芹 沢長介『 石器時代の日本 』築地書館,昭和 35年。

(註 4)前 川威洋「九州後期縄文土器の諸問題」『 九州縄文文化のFf・ 究 』前川威洋遺稿集

干J行 会昭和 54年。

(註 5)山 崎純男「西日本後 0晩期の農耕」『 縄文文化の研究 』2・ 生業雄山閣 1983。

(註 6)河 口貞徳「鹿児島県片野洞穴」『 河口貞徳先生古稀記念著作集 』上巻河口貞徳先

生古稀記念著作集刊行会 1981。

註 7)河 日貞徳「鹿児島のおいたち一先史時代」『   l「 I‐l 上   』

註 8)註 5に 同じ。
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儡 呻鰺 鞣 と

中村遺跡の今回の発掘調査は,調査範囲は狭かったが,縄文時代の遺構及び遺物が確認された。

遺構は堅穴住居跡が 2軒 検出されている。いずれも円形プランを塁してお り,住居跡内に焼土

面を有し, 2号住居跡は炉 と思われる部分を有している。規模は直径 2″ 程度とやや小型である。

縄文時代の住居跡 として県内では過去下弓田遺跡 (串 間
喪ど191例

だけであったが,近年,平 畑

遺跡 (宮崎
費蒙ぶ

セベツト遺跡 (高千穂
賢皇3ゞ

確認されてお り,本遺跡で 4例 日であり,貴重な

資料である。平面プランは下弓田遺跡の方形を除けば,あ とは全て円形又は楕円形プランである。

住居跡の時期は,前記の土器の分類より考えると,縄文時代後期終末から晩期初頭の頃と考えら

れる。また 1号住居跡と 2号住居跡の時期差は存在する可能性はあるが,出 土土器の量が少ない

点,ま た出土土器の系統の相違などから,現在の所は不明である。今後,こ の時期の貝殻文系土器

:と 黒色磨研系土器 との共伴関係が明確になった時点で判明すると思われる。

また遺物は,前記したように後期後半から晩期初頭にかけてのものである,県 内ではこの時期

のものとしては,陣内遺跡 (高 千穂町 )出 土の上器群の一部が相当するが,若 干様相を異にする
(註 4)

所がある。 (例 えば,陣内遺跡においては貝殻文系土器を含まず,ま た本遺跡においては細線羽

状文を含まない等 )。 また近年,九州の晩期土器の編年の中で九州全体を同一型式ではなく,地域ご

との編年 を行 う作業が進んでおり, その中で,宮崎県は,県 南と県北では地域囲を異にする見解
(註5)

が示 されている。それに従 うならば,県北に位置する陣内遺跡出土の土器群では県南の地域をカ

バーできないことになる。本遺跡の上器群は県南において,陣内遺跡出土の上器 (特 に後期後半

から晩期初頭 )と の併行関係が考えられることは注 目されるものである。

(註 1)宮 崎県教育委員会「下弓田遺跡」『 日向遺跡総合調査報告 』第 1輯昭和 36年。

(註 2)宮 崎県教育委員会『 宮崎学園都市埋蔵文化財発掘調査機報 』(Ⅲ )1982。

(註 3)未 報告であるが,調査者長津宗重氏 (宮崎県教育庁文化課 )の 御教示による。

(註 4)宮 崎県教育委員会「陣内遺跡」『 日向遺跡総合調査報告 』第 2輯 昭和 37年。

(註 5)山 崎純男,島津義昭「晩期の上器一九州の土器」『 縄文文化の研究 』4雄 山閣1981。

錮
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番 号 出土地 層 位

色 調 器 面 調 整

土 焼成 備 考

外 面 1 内   面 面 内 面

明  茶  褐 明  茶  褐
貝 殻 条 痕 ―貝 殻 条 痕 2～ 3 mmの flJ粒 ,石英 良

暗 褐 褐 貝 殻 腹 緑 文 風 化 が は げ しヤ 1～ 2品の砂粒,石英 普

表採 淡  茶  褐 淡  茶  褐 ―貝 殻 条 痕 3～ 4前の砂粒

暗  茶  褐 明 褐 風 化 がはげ しし
ヽ
母

ｌ

壼
｝

2"nの 沙柾,石央

5 Ⅲ～V 暗 褐 暗 褐 ―只 殻 条 痕 1～ 2"mの 砂粒,石英 良

明 掲 明 褐 風 化 がはげ し。 こまかい砂粒

茶 褐 茶 褐 ―貝 殻 条 痕 2～ 3爾用の砂fi7,石英

8 ⇔貝 殻 条 痕 3～ 4 amの 砂粒,雲母

淡  茶  褐 暗 褐 l nnの 砂粒,黒 雲母 良

暗  茶  褐 淡 福 ― 研 磨 → 研 磨 1～ 2,れ の砂粒,石英

茶 褐 茶 褐
2～ 3mの 砂粒 ,石英

穿孔 (不完全 )あ り

1～ 2●
"の

砂粒,石英

暗 褐 暗  茶  褐 2～ 3""の 砂粒,石英

皿 暗 褐 1""の 砂X」i 良

A-8 淡 褐 暗  黄  褐 精選されている,石英 普

赤 褐 塁
い 褐

1～ 2mの 砂粒 ,石英

A… 15 暗 褐 淡 褐 精選 されている 良

里
バ

褐 褐

2～ 3繭の砂粒

暗 褐 明 褐 1～ 2爾の砂粒,黒雲母 普

Ⅳ 暗 褐 1～ 27111の 砂Xir,石英

A-13 Ⅳ 塁
ヽ

褐 暗  茶  褐 ― 研 磨 1～ 2mの 砂粒,石英 外面にスス付着

Ⅳ 1～ 2mの砂粒,石英

B‐ 15 1～Ⅳ 暗 褐 暗  黄  掲 2～ 3回の砂粒,石英

赤 褐 里
〔 褐 e研 磨 1～ 2師の砂粒,石英

暗 褐 暗 褐 ゛ 2～ 3爾の砂粒,石英

Ⅳ 淡  茶  褐 淡  茶  褐 2～ 3mの砂粒,石英 普

Ⅳ 塁
ヽ

褐 塁
ヽ

褐 → 研 磨 ⇔ 研 磨 1～2鮒砂粒,金 雲母 良

Ⅳ 暗 褐 暗  茶  褐 1～ 2mの砂粒,石英

Ⅳ 茶 褐 精選されている石英

表採 暗  茶  褐 暗 褐
1～ 2mの 1/p粒 ,

A-15 Ⅳ 淡  黄  褐 淡  黄  褐 1～ 2回の砂粒 普

Ⅳ 塁
ヽ

褐 里
小

褐 → 研 磨 ⇔ 研 磨 5mの小石 を含む 良

Ⅲ

A-7 Ⅳ 淡 褐 暗 褐 2～ 3mの 砂粒

Ⅱ 灰 褐 盤
〔

褐 ⇔ 研 磨 0研 磨 lm位の砂粒

Ⅳ 里
ヽ 褐 灰 褐 1～ 2回の砂Xi7

A-5 Ⅳ 暗 褐 暗 褐 普

B-17 2～ 3爾の砂粒 ,黒雲母 良

暗  茶  褐 暗  茶  褐 ⇔ 研 磨 → 研 暦
2～ 3繭の砂IIi,石英

Ⅳ 淡 褐 淡 褐 2～ 3癬の砂粒,黒雲母

灰 褐 塁
（ 褐 ⇔ 研 暦 1～ 2繭の砂rir,石英

淡 褐 淡 褐
2～ 3mの砂粒,石 奥

V 茶 褐 暗  淡  褐 朝 暦
2～ 3mの 砂粒,石英

暗  茶  褐 ⇔ 研 磨
1～ 2mの 砂粒 ,石英

良

明 褐 暗 褐 1～ 211Rの砂粒,石英

淡  暗  褐 淡  暗  褐 2～ 3mの 砂粒 普

暗 陽 暗 褐 2～ 3mの砂粒,黒雲母

Ⅳ 塁
小

褐 里
ヽ

掲 ―研 磨 2～ 励 砂粒,金 雲母 良

表 2出 土 土 器 観 察 表 (1)
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番 号 出土地 層 位

色 J・l 器  瞼i 調  整
土 量 備 考

ラ「
~~~岳

| :ヽ   強i ,l t(ri 
I

面

薦
~ 

褐1淡 茶 褐 _.1+f 11 生上外lfliス ス付着

茶 褐 暗 褐 →研 磨 |

→雑 な 研 磨 ～ 3 mmの 砂粒,石英 良
i

暗  茶  褐 暗 褐 磨
|

～ 2mの 砂粒,石英

陽 暗 褐 了研 藤
|

～ 3 nlnの 砂粒,石 英

ul′
|

暗 褐 淡 褐 __J■ - 2 nnoil)\L 外面スス付着

茶 褐
|

暗 褐 →研 二 ～ 3"nの 砂粒,石 英

皿 暗 茶 褐
|

茶 褐 :L_生 →研 ___三
～ 5 mnの 砂粒,石英

淡 茶 褐
|

諸  茶  褐 デ
|

デ
|

～ 2回の砂粒 良

Ⅳ 暗 褐 暗 褐
|

い研 磨 い研 磨 ～ 2 Fnの 砂粒 良

Ⅳ ? 塁
朴

褐 灰 褐 |

2～ 3 mmの砂粒,石 英

塁
ヽ

褐 暗 褐

Ⅳ 明 褐 明 褐 ― 研 磨 3～ 4酬の砂粒 波状 口縁

Ⅳ 暗 褐 暗  黄  lF9 1 ■雑 な 研 磨 - 2 nnDfr!\l 外面スス付着

暗 褐 暗 褐 ― 研 磨 爾
~~可

3～ 4 nmの 砂粒,石 英

暗 褐 暗 tF9
0あ ら い 研 磨 ←ゝ研 磨 2～ 3mの砂粒,石英

暗  黄  褐 暗 褐 1～ 2爾の砂 lif

Ⅲ
′一Ⅳ 淡  赤  褐 淡  赤  褐

2～ 3●口の砂粒,有 央
部分的に研磨が残 っている

Ⅱ一Ⅱ 暗 褐 淡  暗  褐 2～ 3繭の砂泣,黒雲母 不 良 外 スス付着

Ⅳ 掲 茶 褐 (→研 暦 → 研 磨 2 - 3 mo>ft)\l

Ⅳ 暗 褐 暗 褐 →研 磨 ― 研 磨 1～ 2 nmの 砂粒,石英 良

Ⅲ
′一Ⅳ 塁

か
褐 里

（
褐 l～ 2 nmの砂粒,石英

Ⅳ 暗 褐 里
ヽ

褐 → 研 磨 ― 研 磨
1～ 2n"の 砂粒,石 英

暗  黄  褐 暗  黄  褐 2～ 3繭の砂粒:石英

Ⅳ 茶 褐 茶 褐 ― 研 磨 0研 磨 2～ 3m籠 の砂粒,石 英 良

褐 くすんだ黒2F9 ― 研 磨 ■雑 な 研 磨 1～ 2mの 砂粒,石 英

7F」 淡  褐  色 →研 磨 ⇔ 研 磨 2～ 3M砂 粒,黒雲母

B-8 暗茶褐・茶褐 里
（

褐 ↓研 磨 ・‐研 磨 2～ 3m● の砂粒,石英 外面スス付着

里
小

褐 塁
小

褐 → 研 磨 ― 研 磨 2～ 3嗣の砂粒

Ⅳ 暗  茶  褐 淡 褐 ⇔ 研 磨・・ 研 磨 2～ 3 mmの 砂粒,石 英

Ⅲ―Ⅳ 茶 IF. 黒 褐 茶 褐 ・ 暗 褐 ←)研 磨 ― 研 磨 1～ 2励 の砂粒,石英 外面スス付着

1-V 暗  茶  褐 茶 褐 0研 磨 2～ 3爾の砂粒,雲母

V 塁
ヽ

褐 暗  茶  褐 ― 研 暦 ⇔ 研 磨 4～ 5鰤の砂粒,金 雲母 穿子L有 り

A-8 Ⅳ 里
ヽ

褐 暗 褐 ←)研 磨 ←)部  分  的 3～ 4鰤の砂粒,石英 普

暗  茶 褐 茶 褐 ― 研 磨 e部   分  的 2～ 3mの 砂粒,雲母

Ⅳ 暗 褐 塁
い

褐 e研 磨 ― 研 暦 良

Ⅱ 仄 褐 星
（

褐 → 研 磨 ⇔ 研 磨

暗 褐 褐 淡  暗  褐 ⇔ 研 磨
2～ 3mの 砂粒,雲 母 外面スス付着

淡  暗  褐 明 褐
5～ 6mの 小石 不 良

Ⅳ 暗茶褐・黒褐 茶褐・暗茶福 → 研 磨 →研 磨 ・ 部分的 2～ 3P・|の 砂粒 良 スス付着

Ⅳ 里
一

褐 暗  茶  褐 、研 磨 ⇔研 暦
2～ 3mの砂粒,石英 スス付着

暗 褐 淡  暗  褐 ←
'研 磨 X研 磨・部分的 1～ 2爾の砂粒,石 英 普

V 暗  茶 褐 淡  暗  褐 0研 磨 (→ 研 磨・ 部分的 2～ 3mの 砂Xir

表 暗  茶  掲 茶 褐 ― 研 磨 ― 研 磨 2～ 3"口 の砂粒,石英

赤 褐 赤 褐
2～ 3mの 砂粒 ,石英 普

塁
朴

褐 塁
ヽ

褐 t研 暦 磨 | _ Z mo>(t)\tr 良

暗 褐 ・ 淡 茶 暗 褐 ↑
こまかい砂粒,雲母 不 良

褐 鳳
小

褐 ―研 磨 0研 磨 波状 口縁

皿 暗 褐 暗 褐 ― 研 磨
1～ 2 rllの 砂粒多い

淡  暗  褐 淡  暗  褐
2～ 3mの り種,右 央

普

表 3出 土 土 器 観 察 表 (2)

-31-



番号 出土地 層  位

色 調 器  ,li 調  整

土 焼 成 備 考
外   lru l 内

盤I
血

一
磨

面

暗    褐 1暗 掲 ← )III 磨
1～ 22口 砂粒 どフ否

「

‐

石英,黒電母 磨消縄文

暗 (黒 ) 褐 暗  茶  褐 1～ 2卿砂粒 ,黒雲母

褐 唄
一

褐 1～ 2m砂粒,石 英

暗  茶  掲 暗 茶 褐 2～ 3m砂粒

里
ヽ 褐 褐 | - '2 qn{rlfiit

灰 褐 灰 褐 2～ 3 mm砂粒

麟 表 暗 掲 暗 褐 → あ ら い 研 磨 ― あ ら い 研 磨 1～ 2口η砂粒・金雲母

掲 暗 褐 2～ 3 mttFif・ 金雲母

陪 褐 黒 雲  母

暗  茶  褐 暗  茶  褐 ― 研 磨 ― 研 磨 2～ 3 all砂粒

福 塁
¨ 褐 2～ 3m砂粒・石英

3～ 4回砂粒

淡  茶  褐 淡 褐 →ナ デ 研 磨 2～ 3m砂 粒

茶 褐 賭 褐
←ゝ研 磨 ―研 磨 (一 部 ) 3～ 4如砂粒

nl' ? 里
（

掲 精選 されている

表 暗  茶  褐 ― 研 磨 1～ 2回砂粒

淡  赤  褐 淡  茶  褐

里
ヽ

掲 里
¨

褐 17・・ 砂粒,石 英

暗 褐 lm砂粒

淡  茶  褐 淡  茶  掲 1～ 2 mm砂粒,石英

Ⅲ―Ⅲ 淡  赤  褐 1～ 2m砂粒

nl. ? 暗 褐 暗 褐 こまかし

淡  茶  褐 淡 褐 ノあ ら い 研 磨 3～ 4m砂粒

砂粒・黒雲母

淡 褐 褐 1～ 2 Fll砂 粒,実母

淡  茶  褐 黒 雲 母

暗  茶  掲 あ ら い 研 磨 あ ら い 研 磨 黒雲母・石英 艮

淡 暗 茶 褐 2～ 3 Flm砂粒・石英 普 内面スス

淡 掲 淡 褐 0ナ  デ (一部 ) 2～ 3m砂粒 内面劇落

黒 雲  母

淡 褐 2～ 3m砂粒

淡  赤  褐 茶 褐

淡  茶  褐 暗 褐 2～ 3mの 粒・石英

1～ 2m砂粒

表 明  補  色 足
ヽ 褐 3～ 4 mttXii・ 黒雲母

暗  黄  褐 暗 褐 1研 暦 l～ 2●・I砂 粒

暗  茶  褐 暗  茶  褐 3 l～ 2m砂粒 底面に調整痕が残 る。

畑 暗  黄  褐 褐 2～ 3m砂粒・石英

Ⅳ 淡  赤  褐 , 2～ 3m砂粒・石英

淡  茶  lr9 ↓あ らい研磨 あ ら い 研 磨 2～ 3m砂粒

淡  暗  褐 淡  暗  褐 t 風 化 力|ま げ じレヽ c

茶 褐 塁
（

褐 1～ 2 nll砂 粒・雲母

淡  茶  褐 2～ 3繭黒雲母

淡  茶  褐 褐 1研 磨 あ ら い 研 磨 3～ 4枷砂 ri/

Ⅳ 里
い

鶴 , ― 研 磨 l～ 2m砂粒

JⅣ 境 ↓ 1～ 2爾砂粒・雲母

淡  茶  褐 暗  茶  褐 ‡ 研 磨 1～ 2 mttXi/ 内面スス

暗  茶  褐 ↓

Ⅳ 明  茶  IP」 褐 研 磨 1～ 2m砂粒・石英 高杯のIIJ部

表 4出 土 土 器 観 察 表 (3)
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図版 1

掘  区  全
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図版 2

遺 物 出 土 状 況

1号 。 2号 住 居 跡
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図版 3

17図 -99

出 土 縄 文 土 器

11図 -10 12図 -29

16図 -89
13図 -53
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図版 4

20図 -6

8図 -7

8図 -8

8図 -6

20図 -5

20図 -1
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